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学校研究計画 

 

１ 研究主題 

 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

昨年度は，国語科の研究２年目として「主体的に考え，学び合う子の育成」を研究主題に，児童の主体

性と友達の関わり合いを大切にしながら，児童の読む力の向上を目指し研究に取り組んできた。説明的

文章だけではなく，物語文の授業づくりにも力を入れることで，児童の読む力の幅を増やすよう進めて

きた。その中で成果と課題は次の通りである。（○・・・成果，▲・・・課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の成果と課題を受けて，今年度は，研究主題を「主体的に考え，学び合う子の育成」とし，個別最

適な学びと協働的な学びを通して，昨年度と同様に国語科を中心として児童の一人一人の個に寄り添っ

た国語科の授業づくりを目指して，学校研究を推進していく。 

さらに，専門３部会を組織し「あたたかな集団づくり」「学びの基礎づくり」「学び合いの充実」など，

これらの学びを支えるための環境づくりにも努めていく。温かな学級集団の中で，主体的に協働的に学

習することを楽しめる児童を育成していきたい。そのことが，児童に確かな力を身に付け，結果として学

力向上へとつながっていくのではないかと考えている。 

 

 

 

○国語科における単元構想シートの作成に慣れ，教師が常に単元全体を意識して，授業を組み立

てられるようになった。さらに，つけたい力を吟味しながら，子どもたちに有効な言語活動を

設定することができた。 

○児童とともにつくった学習計画や，既習内容を教室に掲示することで，児童が単元の見通しを

持って学習に取り組んだり，前時に学んだことをもとにして考えたりすることができた 

○児童同士の授業交流の実施や高学年によるモデル授業の発信によって、学び合いのルールを確

認し，向本折学び合いスタンダードを共通理解することができた。 

主体的に考え，学び合う子の育成 
 

～個別最適な学びと協働的な学びを通して～ 

▲発問が細かくなったり，教師の発話量が多くなったりして，一問一答になってしまう場面が見

られた。 

▲ねらい達成を見取る場の明確化のため，指導案に明記したが，十分に見取ることができなかっ

た。 

▲学力調査の結果を見ると児童の読む力が十分に身に付いたとは言えない。全校で共通した、確

かな読む力が身に付くための取り組みが不十分であった。 
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３ 研究の重点 

（１）児童が主体的に読み，学び合う授業づくり 

 ①主体的に児童が学びに向かう単元構想と言語活動 

 ②学び合い充実のための手立て 

 ③ねらい達成の姿の明確化とそれを見取る場の工夫 

 ④学習活動に応じたＩＣＴの活用 

 

（２）主体的な学びを支える環境づくり 

① あたたかな集団づくり 

② 学びの基礎づくり 

③ 学び合いの充実 

 

４ 研究の組織 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 検証方法 

① 学校評価アンケート 

② 授業チェックシート（教師） 

③ 単元末・学期末テスト・学力調査等の結果分析 

④ つけたい力の定着を確かめる評価問題 

児童が主体的に考え， 

学び合う授業づくり 

低学年・特学部会 高学年部会 

〇 

 

〇 

 

主体的な学びを支える 

環境づくり 

集団づくり部会 

○ 

学力向上部会 

○ 

授業力向上部会 

○ 

研究推進委員会 

校長・教頭・教務・研究主任・研究副主任・

低学年部会代表・高学年部会代表・GIGA 推

進担当リーダー 

研究全体会 （研究授業・授業整理会・模擬授業） 
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６ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 
笑顔あふれる向本折っ子の育成 

（２）主体的な学びを支える環境づくり 

 ①あたたかな集団づくり 

 

②学びの基礎づくり 

 

③学び合いの充実 

目指す児童の姿 

 

めざす児童像 

「つよく やさしく かしこい子」 
〇つよさ   真の強さをもった子に 
〇やさしさ  すべての人に優しい子に 
〇かしこさ  みんなでとことん考える子に 

（１） 児童が主体的に考えを表現し， 

学び合う授業づくり 

 

①主体的に児童が学びに向かう単元構想と言語活動 

 ②学び合い充実のための手立て 

 ③ねらい達成の姿の明確化とそれを見取る場の工夫 

 ④学習活動に応じたＩＣＴの活用 

 

 

  

 

 

① 学び合い，全員がよりよくわかろうとする姿 

② 主体的に文章を読み，内容を理解しようとする姿 

③ 優しい心で，相手を思いやる姿 

指導力を継続的・組織的に高める指導体制づくり 

（模擬授業・WS 型研修会・OJT 研修会・授業交流月間等） 

主体的に考え、学び合う子の育成 

～個別最適な学びと協働的な学びの充実を通して～ 

研究主題 

互いを認め合えるあたたかな学級づくり 

（生徒指導の４つの視点を生かした仲間づくり・学習規律・めざす授業像） 

豊かな心を育てる道徳教育 

（自己の考えを広げ，深める授業・道徳重点目標の意識化・家庭・地域との連携） 
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７ 研究計画 

月 日  研究内容  

４ 
 

・研究推進委員会 

○第 1回校内研修会 「向本折小ルールの共通理解に向けて」 

５ 

       ★第１回研究全体会 令和６年度の研究内容について提案 

・研究推進委員会 

★第２回研究全体会  

☆第１回研究授業(提案授業) 

〇第２回校内研修会 国語科についての研修  

６ 

 ・研究推進委員会 

★第３回研究全体会           

○第３回研修会 国語についての研修 指導主事招聘                    

□授業交流月間 

７ 

                ☆第２回研究授業 部会研  

・研究推進委員会 

★第４回研究全体会 1学期のまとめ・振り返り 

８ 

                 ・研究推進委員会 

〇第４回校内研修会 学級経営について 指導主事招聘 

★第５回研究全体会 2学期の方向性について 

９ 
 ・研究推進委員会 

★第６回研究全体会               

10 

           ★第７回研究全体会 全体研模擬授業 
☆第３回全体研究授業   

□授業交流月間       

・研究推進委員会 

11 

                ★第８回研究全体会 全体研模擬授業 

☆第４回全体研究授業            

・研究推進委員会 

12 

 〇第５回校内研修会 ３学期教材の単元構想シートの作成 

・研究推進委員会 

★第９回研究全体会 研究のまとめについての提案  

１  ★第１０回研究全体会 

２  ★第１１回研究全体会 研究のまとめと来年度の方向性について 

 ３                   ★第１２回研究全体会 


